
食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

井
戸
を
掘
る
に
は

届
出
・
許
可
申
請
が
必
要
で
す

燃
や
す
ご
み
の
量
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

電
動
生
ご
み
処
理
機
の

貸
し
出
し
を
始
め
ま
し
た

地下水採取に関する規制要件

規制の対象要件

揚水機／
自噴井戸

揚 水 機

自噴井戸

揚水機の水の吐出口断面積／
井戸の吐出口断面積

  6 ㎠（直径約2.8 ㎝）超～
19㎠（直径約5㎝）以下

19㎠ 超

19㎠ 超

規制の種類

届出

届出

許可

家庭から出る燃やすごみの量

平成24年度4月～5月は535ｇでした

３ｇ増

平成23年度
（４月～５月）
513ｇ

平成26年度
（４月～５月）
516ｇ

（一人１日当たり）

※ごみ排出量については、東部清掃工場に収集車で搬入さ
れるごみと直接搬入されるごみの量です。可燃性粗大ご
みは含みません。

（１ｇは、１円玉 １枚分です）

　
平
成
23
年
度
よ
り
３
ｇ
増
え
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
度
と
比
べ
る

と
19
ｇ
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
ご
み
減
量
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
動
生
ご
み
処
理
機
を
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。
実
際
に
使
っ
て

そ
の
効
果
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
利
用
希
望
者
は
、
環
境
衛
生

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

居
住
し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

事
業
所
な
ど
は
除
く

②
屋
内
に
処
理
機
を
設
置
し
、
適

正
に
維
持
管
理
が
で
き
る
人

③
処
理
機
に
つ
い
て
市
が
実
施
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
協

力
で
き
る
人

●
貸
出
期
間

　
貸
し
出
し
を
受
け
た
日
か
ら
２

カ
月
以
内
。
た
だ
し
、
対
象
要
件

を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
は
速

や
か
に
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
電
動
生
ご
み
処
理
機

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｍ
Ｓ‐

Ｎ
53

　
気
温
の
高
い
こ
の
時
期
は
、
食

中
毒
の
危
険
性
が
よ
り
高
ま
る
季

節
で
す
。
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

を
守
っ
て
元
気
に
夏
場
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

●
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

①
つ
け
な
い

　
食
中
毒
の
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
食

べ
物
に
付
け
な
い
よ
う
に
、
手
洗

い
や
食
器
の
洗
浄
に
つ
と
め
ま

し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い

　
食
品
に
付
着
し
て
い
る
菌
や
ウ

イ
ル
ス
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、
食

品
は
低
温
保
存
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

③
や
っ
つ
け
る

　
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
加
熱
に
よ
っ

て
死
滅
し
ま
す
の
で
、
肉
や
魚
は

も
ち
ろ
ん
、
野
菜
な
ど
も
加
熱
し

て
食
べ
れ
ば
安
全
で
す
。

　
地
域
共
有
の
貴
重
な
資
源
で
あ

る
地
下
水
保
全
の
た
め
、
地
下
水

保
全
条
例
に
基
づ
き
、
地
下
水
を

採
取
す
る
場
合
は
届
出
・
許
可
申

請
が
必
要
で
す
。

　
家
庭
や
職
場
で
井
戸
を
使
っ
て

い
て
届
出
を
し
て
い
な
い
人
は
、
速

や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
・
許
可
な
く
地
下

水
を
採
取
し
た
場
合
、
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

地
下
水
を
田
畑
な
ど
の
か
ん
が

い
に
使
用
す
る
場
合
は
、
許
可

で
は
な
く
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※

本
市
で
は
、
吐
出
口
の
断
面
積

が
19
㎠
（
直
径
約
５
㎝
）
を
超

え
る
自
噴
井
戸
（
揚
水
機
な
ど
、

動
力
を
用
い
ず
に
地
下
水
を
採

取
す
る
井
戸
）
に
つ
い
て
も
届

出
が
必
要
で
す
。

乾燥させて生ごみを約７分の１に減らし
有機質肥料として利用できます

130℃の
温風で乾燥

幅268×奥行365×高さ550mm
(蓋を開けた時の高さは770mm)

E N V I R O N M E N T

環 境 通 信
問い合わせ先　 環境衛生課（合志庁舎） ☎248-1202
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※熊本地域：熊本市、菊池市、宇土市、合志市、大津町、菊陽町、西原村、
御船町、嘉島町、益城町、甲佐町の11市町村からなる地域です。

水
　あなたは1日にどれくらい水を使っていますか。熊本地域※に住む私たちは、「蛇
口を開けばミネラルウオーター…」というように豊かな天然地下水に恵まれ、水の
ありがたさをつい忘れがちです。しかし、近年、観測井戸の地下水の水位低下や湧
水の減少など、将来の地下水の存続が危ぶまれる状況も見られています。
　私たちが将来にわたって地下水の恩恵を受けていくためには、豊かな水の恵みに
感謝し、水を大切に使っていくことが必要です。国は、８月１日を「水の日」、そこ
からの１週間を「水の週間」と定めています。熊本地域でも、水の使用量が増える
７月・８月を｢地下水保全強化期間｣として地下水保全の運動を行なっています。

●問い合わせ先　環境衛生課（合志庁舎）☎248-1202
　　　　　　　　上下水道課（合志庁舎）☎248-1159

みんなで熊本の地下　  を守ろう
～ 地下水保全強化期間 ～

みんなにできる
小さな一歩として節水に

取り組んでみよう

歯を磨くときはコップを使いましょう

　1分間水を流しっぱなしで歯磨きをすれば約6ℓの水
を使いますが、コップを使えば一人3杯でも約0.6ℓで
済みます。

（1回当たり約5.4ℓの節水）

食器洗いは、ため洗いをしましょう

　勢いよく流すと1分間に約12ℓの水が流れます。適
当な水量を心がけましょう。流し洗いでは1日約120ℓ
の水を使いますが、ため洗いでは約37ℓです。

（1日当たり約83ℓの節水）シャワーはこまめに開け閉めしましょう

　１分間流しっぱなしにすると約12ℓの水が流れます。
こまめに開け閉めして、使用中に3分間シャワーを止め
れば1回につき約36ℓの水が節約できます。

（シャワー1回当たり約36ℓの節水）

風呂の残り湯を洗濯や掃除に使いましょう

節水ステッカーを
配布しています 　お風呂と洗濯は生活の中でも特に水を多く使います。

お風呂の残り湯は洗濯や掃除に利用し、洗濯の時はま
とめ洗いを心掛けましょう。

（1日当たり約83ℓの節水）
環境衛生課、西合志総合窓口、各支
所で配布しています。水周りに貼っ
ていつも節水を意識しましょう。
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